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　ジョルジョ・デ・キリコ（Giorgio de Chirico 1888‐1978）が 1914 年の春にパリで描いた作品《通
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4　仏語ではcamion（トラック）やla voiture de déménagement（引越し車）などと記述される。ちなみに
デ・キリコのパリ時代の手稿中の「生（詩）」と題された詩には、「引越し車が通りの角を曲がるLa voiture de 


















　アーチのモチーフは 1909 年の《秋の午後の謎》［図 10］の画面中央左に既に登場しており、
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23　Arthur Schopenhauer, Die Welt als Wille und Vorstellung, 1844 [2nd edition, 1st edition: 1819], §.54, in: 
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クダ ‐ 獅子 ‐ 子ども）について述べている部分を思い出せば、フープを転がす少女の意味は明ら
かになる。精神の最高形態である「子ども」について述べられている次のような一節がある。
「子どもは無垢であり、忘却である、一つの復活、一つの遊戯
3 3 3 3 3
、一つの自力でころがる車輪
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意志を欲する。世界を失った精神はそれ自身の















　一切は行き、一切は帰って来る。存在の車輪［la roue de l’existence］は永遠に回転する。












成と回帰の円環［l’anneau du devnir et du retour］を求めて、熱情に燃えぬはずがあろう？」28。
　あるいは第四部の最後から二番目の「酔歌」と題された節では次のように述べられている。













26　Nietzsche (APZ), p.317（邦訳下巻、141‐142 頁）. ただしここで語っているのはツァラトゥストラの動物た
ちであり、彼自身ではないということには注意しておくべきだろう。
27　Nietzsche (APZ), p.333. ここは正しくは「然りとアーメンの歌」。
28　Nietzsche (APZ), pp.334‐338（邦訳下巻、164‐171 頁）.


































30　Nietzsche (APZ), p.303（邦訳下巻、123 頁）.
31　Nietzsche (VP), p.505（邦訳下巻、518 頁）.



























esprit de mélancolie］、この黄昏の悪魔［ce démon du crépuscule］が。そして実際、おお高
等な人間たちよ、彼はうずうずしているのだ ―― ［･･････］
　日が傾き、一切の諸事物に、最善の諸事物にも、今や夕暮れ［soir］がやって来る。さあ聞き、
そして見よ、高等な人間たちよ、この夕暮れの憂愁の精［cet esprit de la mélancolie du soir］が、
男にせよ、女にせよ、どういう悪魔であるかを！」37
永遠回帰の思想がもたらす憂愁はツァラトゥストラ自身にも襲い掛かる。
文句が書き込まれている。Baldacci (1997), p.107 (no.13). この自画像に関しては同じメランコリーのポーズを
取ったニーチェのよく知られた肖像写真との関連が常に指摘される。
34　Nietzsche (APZ), p.350（邦訳下巻、186 頁）.
35　Nietzsche (APZ), p.350（邦訳下巻、186 頁）.
36　Nietzsche (APZ), p.379（邦訳下巻、225 頁）.
37　Nietzsche (APZ), pp.432‐433（邦訳下巻、292‐294 頁）.
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「人間に対する大いなる嫌気、 ―― この嫌気























　この下っていく長い小路［Cette longue rue qui descend］、この小路はどこまでも続いて、
一つの永遠を形成しているのだ。そして、あの上っていく長い小路 ―― それはもう一つの
永遠である。
38　この語は1912 年の作品のタイトル《無限の倦怠》を想起させる。Baldacci (1997), p.133 (no.19). La lassitude 
de l’infini, 1912, Oil on Canvas, 44 x 112 cm., Private Collection.
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［図 8］ジョルジョ・デ・キリコ《日中の謎》1914 年 ［図 9］ジョルジョ・デ・キリコ《不安な朝》1912 年
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［図 10］ジョルジョ・デ・キリコ《秋の午後の謎》
1909 年
［図 11］ジョルジョ・デ・キリコ《時間の謎》
1911 年
［図 12］ジョルジョ・デ・キリコ《到着と午後の謎》
1911-12 年
［図 13］6 歳頃のデ・キリコ
［図 14］ジョルジョ・デ・キリコ《運命の神殿》
1914 年
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［図 15］ジョルジョ・デ・キリコ《通りの神秘と憂愁》
1914 年（部分）
［図 16］ジョルジョ・デ・キリコ《運命の神殿》1914
年（部分）
